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概
　
要

全
20
議
案
可
決
・
同
意

12
月
定
例
会

　

令
和
４
年
12
月
定
例
会
は
、
12

月
２
日
か
ら
12
月
16
日
ま
で
の
15

日
間
の
開
催
と
な
り
ま
し
た
。

　

今
定
例
会
で
は
、
令
和
４
年
吉

川
市
一
般
会
計
補
正
予
算
（
第
７

号
）
な
ど
の
市
長
提
出
議
案
20
件

（
２
～
３
ペ
ー
ジ
）、
委
員
会
提
出

議
案
「
吉
川
市
議
会
の
個
人
情
報

の
保
護
に
関
す
る
条
例
」の
ほ
か
、

議
員
提
出
議
案
と
し
て
３
件
の
意

見
書
な
ど
（
10
～
11
ペ
ー
ジ
）
を

審
議
し
、
議
決
し
ま
し
た
。（
審

議
結
果
は
14
～
15
ペ
ー
ジ
）

　

そ
の
他
、
16
名
の
議
員
が
行
っ

た
「
市
政
に
対
す
る
一
般
質
問
」

（
６
～
10
ペ
ー
ジ
）、
特
集
ペ
ー
ジ

で
は
常
任
委
員
会
に
よ
る
行
政
視

察
（
11
～
13
ぺ
ー
ジ
）
に
つ
い
て

お
伝
え
し
ま
す
。

◆�

令
和
４
年
度
吉
川
市
一
般
会
計

補
正
予
算（
第
７
号
）

　

既
定
の
歳
入
歳
出
予
算
の
総
額

に
そ
れ
ぞ
れ
２
億
８
６
２
２
万
１

０
０
０
円
を
増
額
し
、
総
額
は
２

７
１
億
２
６
１
２
万
２
０
０
０
円

と
な
り
ま
し
た
。

 

・
ふ
る
さ
と
納
税
推
進
事
業

２
９
３
６
万
６
０
０
０
円

　

ふ
る
さ
と
納
税
の
増
加
に
伴
い
、

寄
付
額
に
応
じ
た
返
礼
品
購
入
及

び
シ
ス
テ
ム
使
用
料
等
に
つ
い
て

の
予
算
を
計
上
す
る
も
の
で
す
。

・
総
合
治
水
事
業

１
９
１
万
５
０
０
０
円

　

中
川
の
堤
防
に
お
け
る
階
段
の

手
す
り
の
設
置
や
、
さ
く
ら
通
り

の
改
良
工
事
に
伴
う
マ
ン
ホ
ー
ル

の
嵩
上
げ
に
係
る
工
事
請
負
費
等

を
計
上
す
る
も
の
で
す
。

・�

学
校
管
理
運
営
事
業（
小
学
校
）、

教
育
振
興
事
業（
小
学
校
）（
中

学
校
）

４
８
９
万
１
０
０
０
円

　
学
級
数
の
増
加
が
見
込
ま
れ
る

吉
川
小
学
校
・
中
曽
根
小
学
校
・

美
南
小
学
校
に
お
け
る
机
・
椅
子

等
の
備
品
と
オ
ル
ガ
ン
等
の
教
材

備
品
、
吉
川
中
学
校
に
お
い
て
は

プ
ロ
ジ
ェ
ク
タ
ー
等
を
購
入
す
る

も
の
で
す
。

◆
各
特
別
会
計
補
正
予
算

　

一
般
会
計
の
ほ
か
、
各
特
別
会

計
等
の
補
正
予
算
も
計
上
さ
れ
、

次
の
と
お
り
可
決
し
ま
し
た
。

【
国
民
健
康
保
険
】１０

０
万
円
の
減

【
介
護
保
険
】

４
８
１
万
２
０
０
０
円
の
増

【
後
期
高
齢
者
医
療
】

保
険
料
収
納
業
務
委
託
事
業

債
務
負
担
行
為
※
１
の
設
定

【�

吉
川
美
南
駅
東
口
周
辺
地
区
土

地
区
画
整
理
事
業
】

４
２
３
万
６
０
０
０
円
の
増

【
水
道
事
業
】

・
収
益
的
収
入
及
び
支
出

�

５
８
７
万
５
０
０
０
円
の
減

�

２
万
２
０
０
０
円
の
増

・
資
本
的
収
入
及
び
支
出

� 
　

33
万
３
０
０
０
円
の
減

【
下
水
道
事
業
】

・
収
益
的
収
入
及
び
支
出

�

５
０
８
万
９
０
０
０
円
の
増

�

１
０
２
０
万
８
０
０
０
円
の
増

・
資
本
的
収
入
及
び
支
出

�

１
８
２
５
万
３
０
０
０
円
の
減

�

１
４
９
万
５
０
０
０
円
の
減

　
　 収入支出 支出収入支出 収入支出※

１　
債
務
負
担
行
為

　
原
則
、
自
治
体
の
予
算
は
単
年

度
で
執
行
し
ま
す
が
、
複
数
年
度

に
及
ぶ
契
約
を
行
う
場
合
に
、
債

務
負
担
行
為
の
設
定
を
行
い
ま
す
。

　

令
和
４
年
12
月
２
日
、
加

藤
克
明
議
長
が
辞
職
願
を
提

出
し
ま
し
た
。
こ
れ
を
許
可

し
て
議
長
選
挙
を
行
っ
た
結

果
、
新
た
に
松
﨑
誠
議
長
が

就
任
し
ま
し
た
。

　

新
し
い
議
長
が
就
任
し
た

こ
と
で
、
12
月
2
日
か
ら
以

下
の
委
員
会
の
委
員
構
成
が

変
更
と
な
り
ま
し
た
。

【
議
会
運
営
委
員
会
】

　
新
委
員
長�

中
嶋　
通
治

　
新
委
員�

吉
川　
敏
幸

【
総
務
水
道
常
任
委
員
会
】

　
新
委
員�

松
﨑　
　
誠

【
建
設
生
活
常
任
委
員
会
】

　
６
名
→
５
名
へ
変
更

（
各
委
員
会
の
名
簿
は
市
ホ

ー
ム
ペ
ー
ジ
で
確
認
す
る
こ

と
が
で
き
ま
す
。
）

新
し
い
議
長
が

就
任
し
ま
し
た

松﨑　誠 議長
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◆�

吉
川
市
手
数
料
条
例
の
特
例
に

関
す
る
条
例

　

住
民
票
の
写
し
や
各
種
証
明
書

の
取
得
が
で
き
る
コ
ン
ビ
ニ
交
付

サ
ー
ビ
ス
の
利
用
促
進
及
び
マ
イ

ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
の
さ
ら
な
る
普

及
を
図
る
た
め
、
コ
ン
ビ
ニ
交
付

サ
ー
ビ
ス
に
係
る
手
数
料
を
一
定

期
間
減
額
す
る
も
の
で
す
。
手
数

料
は
証
明
書
等
１
件
ま
た
は
１
通

に
つ
き
一
律
１
０
０
円
で
、
実
施

期
間
は
令
和
５
年
１
月
27
日
か
ら

令
和
６
年
３
月
31
日
で
す
。

◆�

吉
川
市
個
人
情
報
の
保
護
に
関

す
る
法
律
施
行
条
例

　

国
の
法
令
改
正
に
伴
い
、
現
行

の
吉
川
市
個
人
情
報
保
護
条
例
を

廃
止
す
る
と
と
も
に
、
個
人
情
報

保
護
法
で
委
任
さ
れ
た
事
項
等
を

規
定
す
る
た
め
、
新
た
に
条
例
を

制
定
す
る
も
の
で
す
。
こ
れ
に
対

し
、
１
名
が
討
論
を
行
い
ま
し
た
。

―　
反　
対　
討　
論　
―

日
本
共
産
党
吉
川
市
議
員
団

雪
田　
き
よ
み　
議
員

　

国
が
全
国
共
通
ル
ー
ル
を
地
方

自
治
体
に
求
め
る
の
は
地
方
自
治

へ
の
侵
害
。
「
個
人
の
権
利
利
益

の
保
護
」
の
視
点
が
欠
け
て
い
る
。

マ
イ
ナ
ン
バ
ー
情
報
の
紛
失
・
漏

洩
が
報
じ
ら
れ
て
い
る
が
、
国
は

見
解
も
対
策
も
出
し
て
い
な
い
。

◆�

議
会
の
議
員
の
議
員
報
酬
及
び

費
用
弁
償
等
に
関
す
る
条
例
の

一
部
を
改
正
す
る
条
例

　

市
議
会
議
員
の
期
末
手
当
の
支

給
月
数
を
０
・
１
カ
月
増
や
す
改

定
を
す
る
も
の
で
す
。
こ
れ
に
対

し
１
名
が
討
論
を
行
い
ま
し
た
。

―　
反　
対　
討　
論　
―

日
本
共
産
党
吉
川
市
議
員
団

遠
藤　
義
法　
議
員

　

保
育
士
で
正
規
職
員
と
同
じ
フ

ル
タ
イ
ム
で
働
い
て
い
る
10
数
名

の
方
を
含
め
、
約
４
０
０
人
の
会

計
年
度
任
用
職
員
は
引
き
上
げ
な

し
で
す
。
市
民
の
厳
し
い
生
活
実

態
を
み
て
も
今
回
の
議
員
の
期
末

手
当
の
改
定
は
妥
当
と
は
言
え
ま

せ
ん
。

◆�

吉
川
市
職
員
の
定
年
等
に
関
す

る
条
例
等
の
一
部
を
改
正
す
る

等
の
条
例

　

国
の
法
令
改
正
に
伴
い
、
職
員

の
定
年
を
引
き
上
げ
る
と
と
も
に
、

こ
れ
に
合
わ
せ
て
管
理
監
督
職
勤

務
上
限
年
齢
制
及
び
定
年
前
再
任

用
短
時
間
勤
務
制
の
導
入
等
を
し

よ
う
と
す
る
も
の
で
す
。

　

管
理
監
督
職
勤
務
上
限
年
齢
制

と
は
、
管
理
職
に
就
く
職
員
の
上

限
年
齢
を
従
来
の
定
年
年
齢
で
あ

る
60
歳
と
す
る
も
の
で
す
。
定
年

前
再
任
用
短
時
間
勤
務
制
と
は
、

60
歳
以
後
に
退
職
し
た
職
員
を
、

本
人
の
希
望
に
応
じ
て
短
時
間
勤

務
で
再
任
用
す
る
こ
と
が
で
き
る

制
度
で
す
。

◆
指
定
管
理
者
の
指
定
に
つ
い
て

　

老
人
福
祉
セ
ン
タ
ー
の
管
理
運

営
を
行
う
指
定
管
理
者
に
つ
い
て
、

指
定
の
期
間
が
令
和
５
年
３
月
31

日
を
も
っ
て
満
了
と
な
る
た
め
、

令
和
５
年
４
月
１
日
か
ら
引
き
続

き
特
定
非
営
利
活
動
法
人
た
す
け

あ
い
・
よ
し
か
わ
を
指
定
す
る
も

の
で
す
。
こ
れ
に
対
し
、
１
名
が

討
論
を
行
い
ま
し
た
。

―　
賛　
成　
討　
論　
―

日
本
共
産
党
吉
川
市
議
員
団

雪
田　
き
よ
み　
議
員

　

職
員
の
頑
張
り
で
パ
レ
ッ
ト
サ

ロ
ン
等
は
大
変
好
評
と
聞
く
。
一

方
で
接
遇
等
の
課
題
が
あ
り
、
不

満
の
声
が
多
い
の
も
事
実
。
市
が

責
任
を
持
っ
て
職
員
と
話
し
合
い
、

改
善
に
向
け
て
努
力
す
る
こ
と
を

期
待
す
る
。

◆�

工
事
請
負
契
約
の
変
更
契
約
の

締
結
に
つ
い
て

　

吉
川
美
南
駅
東
口
周
辺
地
区
盛

土
工
事
（
そ
の
12
）
の
請
負
契
約

に
つ
い
て
、
工
事
の
進
捗
の
影
響

に
よ
り
盛
土
箇
所
を
増
工
す
る
と

と
も
に
、
仮
設
農
業
用
水
路
の
撤

去
工
事
及
び
県
道
歩
道
部
分
の
拡

幅
工
事
の
一
部
を
減
工
す
る
こ
と

か
ら
、
請
負
金
額
を
変
更
す
る
も

の
で
す
。
こ
れ
に
対
し
、
１
名
が

討
論
を
行
い
ま
し
た
。

―　
反　
対　
討　
論　
―

市
民
の
会
・
無
所
属

齋
藤　
詔
治　
議
員

　

市
に
よ
る
盛
土
工
事
は
地
権
者

と
瑕
疵
な
く
実
施
と
説
明
し
て
い

る
が
、
地
権
者
と
関
係
者
は
一
切

同
意
も
承
諾
も
し
て
い
な
い
。
市

に
対
し
い
つ
承
諾
し
た
の
か
、
交

渉
記
録
書
面
の
提
出
を
求
め
て
い

る
。
不
適
切
な
市
の
対
応
に
反
対
。

◆�
工
事
請
負
契
約
の
変
更
契
約
の

締
結
に
つ
い
て

　

吉
川
美
南
駅
東
口
周
辺
地
区
下

水
道
管
布
設
工
事
（
そ
の
10
）
の

請
負
契
約
に
つ
い
て
、
施
工
方
法

を
変
更
し
安
全
対
策
の
確
保
を
図

る
た
め
、
請
負
金
額
を
変
更
す
る

も
の
で
す
。
こ
れ
に
対
し
、
１
名

が
討
論
を
行
い
ま
し
た
。

―　
反　
対　
討　
論　
―

市
民
の
会
・
無
所
属

齋
藤　
詔
治　
議
員

　

工
事
現
場
は
、
軟
弱
地
盤
と
言

わ
れ
て
い
る
。
地
盤
調
査
が
不
十

分
で
工
事
が
発
注
さ
れ
、
市
は
工

事
を
進
め
な
が
ら
調
査
し
対
応
と

説
明
。
再
調
査
し
、
再
三
に
わ
た

る
変
更
契
約
の
な
い
設
計
図
に
基

づ
く
工
事
の
実
施
を
求
め
反
対
。

◆�

公
平
委
員
会
委
員
の
選
任
に
つ

い
て

　

公
平
委
員
会
委
員
の
髙
鹿
幸
一

氏
が
令
和
４
年
12
月
16
日
を
も
っ

て
任
期
満
了
と
な
る
た
め
、
そ
の

後
任
者
と
し
て
関
根
勇
氏
を
選
任

す
る
こ
と
に
つ
い
て
同
意
を
求
め

る
も
の
で
す
。

主
な
議
案
の
あ
ら
ま
し

人
事
案
件
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随
時
報
告
を
受
け
て
い
る
。
ま
た
、

月
に
１
回
、
指
定
管
理
者
と
定
例

会
議
を
行
っ
て
お
り
、
利
用
者
か

ら
の
声
等
に
つ
い
て
共
有
を
図
っ

て
い
る
。

　
老
人
福
祉
セ
ン
タ
ー
の
窓
口
対

応
が
冷
た
く
感
じ
る
、
そ
う
い
う

声
が
あ
る
こ
と
を
所
長
に
伝
え
、

改
善
し
て
い
か
な
け
れ
ば
な
ら
な

い
の
で
は
な
い
か
。
老
人
ク
ラ
ブ

に
ア
ン
ケ
ー
ト
を
取
る
こ
と
も
一

つ
だ
と
思
う
。

　

指
定
管
理
者
の
業
務
評
価
に
つ

い
て
は
、
利
用
者
か
ら
の
声
な
ど

を
踏
ま
え
た
上
で
、
客
観
的
に
分

析
し
て
改
善
に
つ
な
げ
て
い
く
必

要
が
あ
る
。
新
た
な
指
定
管
理
の

期
間
が
始
ま
る
前
の
機
会
を
捉
え
、

指
定
管
理
者
と
一
緒
に
問
題
点
を

話
し
合
っ
て
い
き
た
い
と
考
え
て

い
る
。

賛
成
全
員
で
可
決

市
長
提
出
議
案

委
員
会
審
査
概
要

◆�

吉
川
市
手
数
料
条
例
の
特
例
に

関
す
る
条
例

　
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
の
普
及

状
況
は
。
手
数
料
軽
減
実
施
期
間

中
に
ど
の
程
度
増
や
そ
う
と
考
え

て
い
る
の
か
。

　

11
月
末
時
点
で
の
普
及
状
況
は

52
・
５
％
。
コ
ン
ビ
ニ
交
付
の
減

額
を
行
う
に
あ
た
り
、
減
額
を
行

っ
て
い
る
草
加
市
で
は
２
割
程
度

コ
ン
ビ
ニ
交
付
が
増
え
た
と
の
こ

と
。
吉
川
市
で
も
同
程
度
を
見
込

ん
で
い
る
。

賛
成
全
員
で
可
決

◆�

吉
川
市
個
人
情
報
の
保
護
に
関

す
る
法
律
施
行
条
例

　
条
例
案
の
検
討
と
パ
ブ
リ
ッ
ク

コ
メ
ン
ト
の
実
施
状
況
は
。

　

法
律
の
改
正
を
受
け
、
令
和
３

年
６
月
か
ら
数
回
の
審
査
会
を
開

催
、
決
定
し
た
。
パ
ブ
リ
ッ
ク
コ

メ
ン
ト
を
実
施
し
、
意
見
は
１
件
。

賛
成
多
数
で
可
決

◆�

吉
川
市
職
員
の
定
年
等
に
関
す

る
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
等

の
条
例

　
管
理
監
督
職
勤
務
上
限
年
齢
制

を
導
入
す
る
と
し
て
い
る
が
、
段

階
的
引
き
上
げ
期
間
中
に
、
こ
の

制
度
に
該
当
す
る
人
数
は
毎
年
ど

の
く
ら
い
い
る
の
か
。

　

管
理
監
督
職
に
あ
た
る
職
員
に

つ
い
て
、
市
で
は
管
理
職
手
当
を

支
給
し
て
い
る
課
長
補
佐
級
以
上

の
職
員
を
対
象
と
し
て
お
り
、
毎

年
２
人
か
ら
３
人
程
度
を
見
込
ん

で
い
る
。

賛
成
全
員
で
可
決

◆�

一
般
会
計
補
正
予
算

　
国
の
２
次
補
正
で
追
加
交
付
さ

れ
る
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染

症
対
応
地
方
創
生
臨
時
交
付
金
の

使
途
は
。

　

国
の
２
次
補
正
予
算
で
追
加
交

付
さ
れ
る
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス

感
染
症
対
応
地
方
創
生
臨
時
交
付

金
は
、
国
庫
補
助
事
業
の
地
方
負

担
分
を
算
定
基
礎
と
し
て
交
付
さ

れ
る
た
め
、
国
庫
補
助
事
業
の
事

業
費
へ
の
充
当
を
考
え
て
い
る
。

賛
成
全
員
で
可
決

◆
指
定
管
理
者
の
指
定
に
つ
い
て

　
施
設
職
員
が
不
親
切
で
あ
る
と

の
声
が
利
用
者
か
ら
届
い
て
い
る

が
、
市
に
利
用
者
の
声
は
届
い
て

い
る
の
か
。

　

利
用
者
か
ら
の
声
に
つ
い
て
は
、

そ
の
多
く
が
指
定
管
理
者
に
寄
せ

ら
れ
て
お
り
、
内
容
に
つ
い
て
は

総
務
水
道
常
任
委
員
会

文
教
福
祉
常
任
委
員
会

◆
一
般
会
計
補
正
予
算

　
図
書
カ
ー
ド
給
付
事
業
に
つ
い

て
、
ば
ら
ま
き
と
の
ニ
ュ
ー
ス
を

聞
い
た
。
給
付
の
定
義
、
財
政
よ

り
も
政
策
目
的
と
効
果
に
つ
い
て

お
聞
き
し
た
い
。

　

コ
ロ
ナ
の
影
響
、
物
価
高
騰
に

よ
り
、
家
計
が
影
響
を
受
け
て
い

る
状
況
下
で
も
、
子
ど
も
た
ち
が

年
代
に
応
じ
た
書
籍
に
接
し
、
想

像
力
を
育
み
、
楽
し
む
機
会
や
学

び
の
機
会
を
得
て
も
ら
う
こ
と
が

目
的
。
こ
れ
ま
で
は
、
保
護
者
へ

の
支
援
は
あ
っ
た
が
、
子
ど
も
本

人
へ
の
支
援
は
な
か
っ
た
。
子
ど

も
個
人
が
自
分
宛
て
に
届
い
た
嬉

し
さ
を
感
じ
て
も
ら
う
こ
と
も
目

的
。
子
ど
も
た
ち
へ
の
メ
ッ
セ
ー

委員会報告を行う戸田委員長
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ジ
を
封
筒
に
入
れ
て
送
る
こ
と
を

考
え
て
い
る
。
子
ど
も
個
人
の
名

前
で
送
付
す
る
。賛

成
全
員
で
可
決

◆�

工
事
請
負
契
約
の
変
更
契
約
の

締
結
に
つ
い
て
（
盛
土
工
事
そ

の
12
）

　
手
続
き
上
問
題
は
な
い
か
。

　
仮
換
地
指
定
の
実
施
に
よ
り
、

土
地
区
画
整
理
事
業
の
施
工
者
管

理
地
と
な
っ
て
か
ら
、
工
事
着
手

し
て
い
る
た
め
、
手
続
き
上
の
瑕

疵
は
な
い
。

賛
成
全
員
で
可
決

◆�

工
事
請
負
契
約
の
変
更
契
約
の

締
結
に
つ
い
て
（
下
水
道
管
布

設
工
事
そ
の
10
）

　
ボ
ー
リ
ン
グ
調
査
を
２
箇
所
で

行
い
、
そ
の
結
果
を
基
に
設
計
し

て
い
る
中
で
、
今
回
の
変
更
は
当

初
設
計
に
見
込
め
な
い
も
の
な
の

か
。

　

設
計
を
す
る
際
に
は
国
な
ど
か

ら
出
さ
れ
て
い
る
指
針
と
な
る
文

献
か
ら
設
計
を
し
て
い
く
。
設
計

と
し
て
は
そ
れ
で
成
り
立
つ
が
現

場
施
工
時
の
工
事
受
注
事
業
者
を

含
め
た
専
門
業
者
か
ら
あ
が
っ
て

く
る
提
案
や
意
見
と
、
設
計
を
照

ら
し
合
わ
せ
な
が
ら
、
都
度
現
場

に
最
適
な
も
の
を
判
断
し
て
い
る
。

賛
成
全
員
で
可
決

◆�

工
事
請
負
契
約
の
変
更
契
約
の

締
結
に
つ
い
て
（
水
路
工
事
そ

の
11
）

　
県
道
沿
い
の
一
部
区
間
を
夜
間

工
事
に
切
り
替
え
る
と
の
こ
と
、

事
前
に
協
議
し
て
お
く
も
の
で
は
。

　

地
区
外
側
の
県
道
沿
い
に
あ
る

事
業
所
か
ら
「
大
型
車
両
の
出
入

り
が
あ
り
、
車
両
が
セ
ン
タ
ー
ラ

イ
ン
を
越
え
て
し
ま
う
恐
れ
が
あ

る
」
と
の
話
が
あ
っ
た
た
め
、
操

業
に
支
障
を
き
た
す
と
判
断
し
、

そ
の
部
分
を
夜
間
工
事
に
変
更
さ

せ
て
い
た
だ
く
も
の
。

賛
成
全
員
で
可
決

◆�

一
般
会
計
補
正
予
算

　
事
業
者
等
に
対
す
る
原
油
等
価

格
高
騰
対
策
支
援
金
の
周
知
及
び

申
請
か
ら
支
給
ま
で
の
流
れ
は
。

　

申
請
か
ら
支
給
ま
で
に
１
ヵ
月

程
度
を
見
込
ん
で
い
る
。

賛
成
全
員
で
可
決

建
設
生
活
常
任
委
員
会

一
般
会
計
補
正
予
算�

（
第
７
号
）�

　

12
月
定
例
会
で
計
上
し
て
い
る

令
和
４
年
度
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル

ス
感
染
症
対
応
地
方
創
生
臨
時
交

付
金
７
８
２
２
万
３
０
０
０
円
の

充
当
事
業
を
ご
紹
介
し
ま
す
。

◆�

入
学
等
準
備
応
援
給
付
金
給
付

事
業

　�

１
５
４
９
万
２
０
０
０
円

　

令
和
５
年
度
に
進
学
等
に
向
け

て
準
備
を
行
う
児
童
等
を
応
援
す

る
た
め
、
一
人
に
つ
き
１
万
円
の

給
付
金
を
支
給
す
る
も
の
で
す
。

対
象
と
な
る
の
は
令
和
４
年
度
に

６
歳
、
12
歳
、
15
歳
、
18
歳
を
迎

え
る
方
で
す
。

◆�

子
ど
も
の
未
来
応
援
図
書
カ
ー

ド
給
付
事
業

　�

４
３
８
３
万
２
０
０
０
円

　

コ
ロ
ナ
禍
及
び
物
価
高
騰
等
で

影
響
を
受
け
て
い
る
状
況
下
で
も
、

０
歳
か
ら
18
歳
の
子
ど
も
た
ち
が

年
齢
に
応
じ
た
書
籍
に
接
し
、
想

像
力
を
育
む
等
の
学
ぶ
機
会
を
提

供
す
る
た
め
、
図
書
カ
ー
ド
を
給

付
す
る
も
の
で
す
。
一
人
に
つ
き

３
千
円
の
図
書
カ
ー
ド
が
支
給
さ

れ
ま
す
。

◆�

ひ
と
り
親
家
庭
家
計
支
援
給
付

金
給
付
事
業

　�

１
２
３
８
万
９
０
０
０
円

　

電
力
・
ガ
ス
・
食
料
品
等
物
価

高
騰
の
影
響
を
受
け
る
、
ひ
と
り

親
家
庭
を
支
援
す
る
た
め
、
児
童

扶
養
手
当
及
び
ひ
と
り
親
家
庭
等

医
療
費
を
受
給
す
る
世
帯
等
に
給

付
金
を
給
付
す
る
も
の
で
す
。
給

付
金
は
一
人
当
た
り
３
万
円
で
す
。

◆�

農
業
振
興
事
業
・
商
業
活
性
化

推
進
事
業

・
農
業
振
興
事
業

　�

１
０
３
１
万
１
０
０
０
円

・
商
業
活
性
化
推
進
事
業

　�

４
０
０
３
万
１
０
０
０
円

　

原
油
価
格
高
騰
等
の
影
響
を
受

け
て
い
る
市
内
中
小
企
業
及
び
個

人
事
業
主
並
び
に
農
業
者
に
対
し

て
、
水
道
光
熱
費
や
燃
料
費
等
の

経
費
の
一
部
を
支
援
す
る
こ
と
に

よ
り
影
響
緩
和
を
図
る
も
の
で
す
。

支
援
金
は
事
業
規
模
や
影
響
額
に

応
じ
て
異
な
り
ま
す
。

　

各
給
付
金
や
支
援
金
の
詳
細
に

つ
い
て
は
、
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
等

で
ご
確
認
を
お
願
い
し
ま
す
。

注
目
の
議
案

委員会報告を行う吉川委員長

委員会報告を行う稲葉委員長

充
当
額

充
当
額

充
当
額

充
当
額

充
当
額
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小中学校等の体育館への
エアコン設置について

問 令和元年の代表質問、一般質問で提案していた小
中学校等の体育館へエアコン設置を。
答 小中学校トイレ洋式化のめどが立ったため、小中
学校体育館、総合体育館へエアコン設置のタイミング
がきたと考える。詳細はこれから。

◆新型コロナ感染症対策等及び社会経済対策
問 ①コロナワクチンの接種状況とインフルエンザの
流行状況は。②原油等価格高騰対策の「農業振興事業」

「商業活性化推進事業」の支援までの流れは。
答 ①27000人が12月までに接種見込みで接種率61
％。インフルエンザは一医療機関あたり0.01〜0.03
％で流行は発生していないとの認識。②申請期間は
12月14日から５年２月10日まで。申請受付から支援
金振り込みまで１ヵ月程度。

◆吉川駅北口治水対策について
問 木売から高久までの中川堤防の1.5ｍかさ上げ工
事終了に伴う共保ポンプの増強は。
答 毎秒4.4㎥から5.84㎥まで増強し一部管

かんきょ
渠を口径

の大きなものへ布設替えし、５年確率雨水の浸水は解
消できる。江戸川河川事務所へ協議を申し入れてい
る。

小野　潔

保自治連ゾーン30を要望
線や点の整備、警察と検討

問 大字保自治連合会から、「ゾーン30指定の要望」
が提出されたが、市としてどのような説明をしたのか。
また、どのような意見・反応があったのか。
答 これまでの当市における「ゾーン30」の取り組み
の紹介や、当地域における交通規制の状況などを踏ま
えて、今後の対策の検討について説明した。
　これに対して、連合会役員の方々から、「ゾーン
30」を整備するまでの期間に対する質問や、現況に
おいて危険だと考えられる箇所への対策について要望
などをいただいた。

問 今後の展開については。
答 当地域においては、道路の形状により区域指定の
設定が難しいことや、整備に係る期間などを総合的に
勘案し、「ゾーン30」による面的な整備よりも、対策
が必要な路線や交差点において、路面表示や速度規制
などによる、線や点での対策が効果的である。
　今後は、これらの対策について吉川警察署と検討を
重ねていく。

降旗　聡

ジェンダーレス水着の
導入について

問 小中学校における水泳授業の実施期間と実施回数
について。
答 ６月上旬から７月中旬まで実施、年間指導計画で
は８回から12回の授業を計画。

問 スクール水着の指定の有無と現状について。
答 各校とも、入学時の案内において、おおよその水
着の形や色について案内している。男子の上半身を覆
うようなラッシュガードの着用や女子の着替えやすさ
を考慮したセパレート水着着用について保護者から要
望があった場合には個別に対応している。

問 学校現場からの性的少数者に対応できる水着への
相談の有無について。
答 現段階ではないが、学校ではあらゆる人権に配慮
しながら相談を受ける体制を整えている。

問 選択肢の一つとしてジェンダーレス水着を導入す
る考えはないか。
答 児童・生徒、保護者からの要望については現在も
個別に対応している。今後についても、ジェンダーレ
ス水着の着用も含め、児童生徒や保護者の気持ちに寄
り添いながら、適切に対応していきたい。

中嶋　通治

　今定例会では、12月14日（水）、15日（木）、
16日（金）の３日間にわたり16名の議員が市
政全般について、市の見解をただしました。
　主な内容を質問者が要約してお知らせし
ます。詳細は会議録をご覧ください。
　会議録は、ホームページや市立図書館で
閲覧できますが、今定例会の会議録の提供
は、２月下旬となる予定です。

一般質問

答えて市長！
一般質問

News from Yoshikawa City Council No.196
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投票率の向上と選挙割の
拡大について

問 投票率の向上のためにどのような工夫をしてお
り、その際の課題は何か。
答 市内３ヵ所に期日前投票所を設け、新聞折込み、
広報の配布、大型店舗での館内放送、啓発品等の配布
など様々な点で工夫をしている。

問 大型店舗で「センキョ割」を実施済だが、導入の
経緯、周知方法、発行枚数は。
答 民間企業の独自の取り組みで実施、周知され、令
和４年７月の参議院選挙のみ把握しており598枚が発
行された。

問 地域活性化の観点から、地元商店街に丁寧に主旨
説明し、ご協力をいただき、市全体へ広く周知してみ
てはどうか。
答 民間企業が主体のため、当市では周知する考えは
ない。

問 若者の投票率をあげるためには「主権者教育」の
環境整備が必要と考えるが市の見解は。
答 国や社会の課題を自分の事として捉え、自ら考
え、自ら判断し行動していく主権者教育を育成する事
は、大変重要と認識している。生徒会等へ選挙備品の
貸し出し、出前講座などを行い、幅広い世代に提供で
きるように努める。

大泉　日出男

いじめ対策について

問 以前一般質問で求めた「市いじめ防止基本方針」
改定。改正ポイントは。
答 ①重大事態の定義②校内体制の明確化③加害児童
生徒の出席停止④ＳＮＳに関する事項、４点追記がポ
イント。

問 対応に不備がないよう、現場が迷わないようなフ
ローが必要と以前お話しさせていただいた。対応書の
中で示されるのか。
答 いじめと認識すべき事案かという初期対応から校
内での共有等、わかりやすく活用される対応書を作
る。

問 教職員以外の人的リソース投入のサポートが必
要。これまでも法律上できたことだが、校内いじめ対
策委員会での外部専門家活用事例がない。児童生徒の
最善の利益のため、不当な訴えから学校を守るために
も、外部専門家が積極的に入る必要があるのでは。
答 その必要性は認識している。基本方針に「外部専
門家が参加し対応することで実効的な解決に資するよ
う工夫する」と明記するため、どの場面でどの専門家
が有効か細かく示し、学校にも認識してもらえるよう
にする。

林　美希

整備予定の施設でどのような
スポーツが行えるのか

問 東埼玉資源環境組合第二最終処分場、吉川美南駅
東口１号調整池のスポーツ施設利用に向けた現状は。
答 東埼玉資源環境組合第二最終処分場については覆
土が進められ、吉川美南駅東口１号調整池は令和４年
度中の調整池機能の整備が予定されている、それらが
完了後、可能な限り速やかにスポーツ施設として利用
できるように調整を進めている。

問 どのようなスポーツが行えるのか。
答 東埼玉資源環境組合第二最終処分場には、テニス
コート、野球やサッカーができる多目的グラウンド、
吉川美南駅東口１号調整池には多目的グラウンドを想
定している。

問 それぞれの施設の広さは。
答 東埼玉資源環境組合第二最終処分場はテニスコー
ト７〜８面、野球ができるようなスペース１面、大人
がサッカーできるスペース１面を想定している。吉川
美南駅東口１号調整池は少年サッカー１面、グラウン
ドゴルフが可能なスペースを想定している。

稲葉　剛治

子育て応援トータルプラン
の推進を

問 本市で実施されている主な子育て施策の現況を確
認した上で提案への見解を伺う。
①SNS等を活用しオンライン相談・面談、ライン等で
随時相談、プッシュ型の情報発信を。
②増加が見込まれる一時預かり保育の拡充を。
③産前・産後ヘルプサービスの改善・拡充を。
④リトルベビーハンドブックの導入・活用を。
⑤周産期グリーフケア導入で相談体制拡充を。
⑥政府の総合経済対策に盛り込まれた「出産・子育て
応援交付金」10万円の当市の実施は。
答 ①事情に応じた相談機会を増やして行く事やQRコ
ード設置等で利便性向上をしていきたい。②拡充して
いく。③どのような形が良いのか検討を進める。④県
の内容を見て活用していきたい。⑤様々な資源活用や
研修などで対応していく。⑥妊娠届出時の面談終了後
に５万円、出産後の面談終了後に５万円相当を、当面
現金給付する。

◆帯状疱疹ワクチン接種への助成を
問 一定の年齢以上の希望する市民へ助成を。
答 国における検証・取扱い等を注視する。

五十嵐　惠千子
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公園整備（除草、ベンチ）
ドッグラン整備について

問 公園の除草回数、ベンチ設置数と状態は。
答 除草回数は年に４回程度実施、ベンチや簡易な腰
掛を300基設置、設置から20年以上経過し現在更新
や修繕を実施している。

問 散歩に適した草丈を維持するには、除草回数は年
間７～８回は必要である。
　自治会やスポーツ団体の貸出用に作業効率化を図る
ためにも乗用草刈機導入検討を。ベンチキットを購入
し近隣住民や自治会で設置しては。
答 乗用草刈機導入は活用時の第三者に対する保険維
持管理費用等を考慮する必要がある。他市町村の事例
を研究する。ベンチはコスト低減と、地元の方々に公
園への愛着は期待できるが、安全性の確保が課題と考
える。木製ベンチは経年劣化により損傷が進むものが
多い。現在、劣化しにくい合成木材のベンチ設置を進
めているのでこれらの課題を含めた市町村の事例を参
考にさせていただきたい。

問 ドッグランの整備予定は。
答 場所の選定、運営主体や周辺住民の理解など様々
な課題があり、現時点ではドッグランの整備予定はな
い。

赤出川　義夫

豊かで活力ある
安心・安全なまちづくり

問 ①まちづくりの軸は道路から、市内には国道・県
道・市道等多数の道路整備が実施されています。整備
状況の説明を。②災害に強いまちづくりは、総合治水
（洪水）対策の実施。市民の生命と財産を守るための
整備手法は多々検討されていますが、吉川駅周辺地域
の北側約115haを第一排水区水処理として、既存の
共保ポンプ場のポンプ増強改修が実施されます。多大
な費用が発生します。水を流すのでなく水を溜める手
法（調整池）での対応は。③三輪野江地区のまちづく
り。農業拠点地域の計画は青地へ。また、工業団地開
発事業手法は再検討など現状での用途による土地の活
用を。
答 ①市が整備する路線は国の補助制度を活用し財源
の確保に努め、一般財源を抑制しながら計画的な整備
を進めているところです。②吉川駅周辺地域の治水対
策につきましては、調査結果を踏まえ、中川への放流
量の増加を江戸川河川事務所と放流協議をしていま
す。調整池を設置する事は極めて困難です。③当地域
のまちづくりの方向性を産業系地域として、今日まで
説明しています。工業団地は埼玉県企業局と市の共同
事業方式で検討します。

齋藤　詔治

小中学校体育館・総合
体育館にエアコン設置を

問 小中学校体育館と総合体育館へ「エアコンを設置
する」とＰТＡの集まりで市長が述べたと聞いていま
す。市民要望が実現されることは大変喜ばしいことで
すが、この間どのように検討してエアコン設置するこ
とになったのか、その経過と予算、財源について伺い
ます。
答 先日開催した市長、教育長とＰＴＡ会長との懇談
会でエアコン設置が検討できないかとの要望に対し、
市長からエアコン設置実現に向けて動き出せる旨の回
答をしています。これまで市はエアコン設置の必要性
は認識していたが、他にも取り組む課題が山積してい
ました。緊急性のある整備の目途がたったので小中学
校体育館及び総合体育館へのエアコン設置を進めま
す。なお、予算や財源は関係部署と協議し今後予算案
等で示していきます。

◆吉川市内の道路の安全対策を
問 ４年８カ月も設置されていないままの栄町1327
地先の越谷吉川線に信号機の設置計画は。
答 信号機の必要性は認識しており、引き続き吉川警
察署に信号機設置を要望します。

飯島　正義

不登校支援の充実を

問 文教福祉常任委員会で視察した栃木県高根沢町で
は「学校に行けない子どもたちの権利を守るのは町
の義務」と位置づけ、教育委員会が主宰するひよこ
の家には町の不登校児童生徒の６割が通っている。
一方、当市の教育支援センターの利用率は２割程度
で推移。学校にも教育支援センターにもフリースク
ールにも通えない子どもの権利をどう守るのか。
答 前回、教育支援センターの小学生の利用が少ない
と指摘があり、今年は小学生への働きかけを積極的
に行い10名まで増えた。不登校の子どもには必ずタ
ブレットを持ち帰ってもらい、授業に参加できる子
は参加している。今年度、教育長の指導で各学校に
不登校の児童生徒一人ひとりの状況を報告してもら
っており、寄り添った支援に繋げたい。

問 さいたま市では校内フリースクールを設置してい
る学校もある。市の見解は。
答 親にとっては一番安心。門をくぐれるが教室に行
けない子はたくさんいる。内部で教育長も含め、そ
ういった話し合いはしている。しっかり検討してい
きたい。

雪田　きよみ
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農地に新たな価値が！
バイオ炭施用でCO2 削減

問 今年「みどりの食料システム法」が施行された。
「環境負荷低減事業活動の促進に関する基本的な計
画」の策定予定は。
答 現在、埼玉県が基本計画の素案を策定中。県内全
ての市町村と連名で策定する予定。

問 バイオ炭（くん炭）のカーボンクレジット取引に
ついて、仕組みの説明を。
答 承認されたバイオ炭を土壌に施用することで、炭
素を地中に閉じ込め大気中の放出を減らすもの。Jク
レジット制度という温室効果ガスの吸収をクレジット
として認証する取り組みがあり、2019年からバイオ
炭も盛り込まれるようになった。

問 農地によるCO2削減の効果は、森林や海洋での吸
収よりもずっと多く、2900万トン、1.5兆円の経済
効果があり農地の価値が高まっている。土壌に新しい
価値が生まれる時代がきている。この仕組みの周知
は。
答 市内に籾

もみがら
殻くん炭を作っている事例があるが、ど

れだけ生み出せるか等が課題。地域事業者さん達と情
報交換・意見交換をしていきたい。

岩田　京子

総合治水対策　
「溜めるから流すへ」

問 ２年前、吉川駅北口第一排水区内の内水対策とし
て、木売落しを２層構造化する計画が頓挫。２層化に
代わる案が出されたと聞くが。
答 第一排水区の「浸水シミュレーション」の報告を
12月に受けた。５年確率での雨水流出解析の結果、
共保ポンプ場のポンプ能力を毎秒4.4㎥から5.84㎥に
交換し中川へ流すことで、２層化と同等の効果が得ら
れることを確認した。工事費は概算で22億円。ポン
プが16億円、雨水管

かんきょ
渠の布設替えが６億円。

問 雨水管
かんきょ

渠の交換が必要な場所と距離は。
答 ５ブロック内に６カ所。距離については手元に数
字を持ち合わせていない。

問 今後の課題と見通しは。
答 中川への放流量増加については11月下旬、国交省
江戸川河川事務所へ申し入れを行っている。その他、
下水道事業の認可変更については県との協議が必要。
最重要課題なので、早く実施できるよう要請する。

問 南中学校周辺の治水対策は。
答 浸水被害軽減のため、上第二大場川改修整備を引
き続き県へ要請していく。

稲垣　茂行

コロナ感染の拡大防止
実状の掌握と適切な備えを

問 コロナはオミクロン株の第８波へ。年明け早々に
ピークが来るとの専門家の見方も出ている。吉川の実
状を伺いたい。
答 最新のデータについて、９月26日以降は医療機関
から県への全数報告は行われなくなった。このため
正確な数値は不明。11月は市職員（会計年度職員を
含む）が10人。小中学校は児童生徒（教職員含め）
176人。保育所・幼稚園・学童保育室は計79人にな
っている。

問 市職員は累計では420人中100人。消防は１月か
ら11月末で156人中45人。高い数値だ。学校や保育
所の実状はいかがか。
答 学校は第６波の１月から３月で学級閉鎖は93件。
第７波の７月から８月は９件。第８波の11月から
12月13日現在で９件。１月からの累計では児童生徒
1222人。教職員は58人。保育・幼稚園では６波で休
園が39回。７波で３回。８波ではこれまでに24回。
重症の報告はない。自宅待機は最短で７日間になっ
た。学校の場合マスクをし、授業は一定の間隔をあけ
ている。庁内はマスク着用。黙食の継続。消毒作業は
１日数回実施している。

伊藤　正勝

生後半年から11歳までの
接種券の送付を止め申請制に

問 現在、新型コロナワクチンを接種した方のほうが
未接種者よりも感染率が高くなっているというデータ
があります。また、オミクロン株以降の毒性について
も、静岡県では「ある意味、インフルエンザよりも
新型コロナのほうが軽い」と発表しています。そし
て、ワクチン接種後に亡くなられた方は報告ベースで
1900件を超えており、ワクチン接種により大事な方
を亡くされた遺族会の代理人を務める青山雅幸弁護士
は、インフルエンザワクチンと比較して約70倍の死
者が出ているとしています。今後の市の対応と見解を
伺います。
答 ワクチンにつきましては、医学的な治験に基づい
て薬事承認され、接種が進められていると思います。
先ほどのデータは、今後、国がどのように分析して政
策に反映していけるかは課題としてあると思います
が、市としましては、市民の皆さまに対して正しい
知識を提供し、接種を望む方が円滑に接種できるよう
に接種券をお手元に届ける必要があると考えておりま
す。そのため接種券は送付してまいります。

吉川　敏幸
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農業パーク構想、吉川駅
北側の冠水対策等の事業は

問 三輪野江地区「農業パーク」構想でコンサル会社
と契約したが、今後の事業の進め方は。
答 コンサルタント会社と事業者ヒアリングや地権者
訪問を行ってきた。今年度中に対象区域・ゾーニン
グ、事業手法などいくつかの案を提案していただく。
地権者意向や参入希望者の動向も未定なため公表する
ことはできない。

問 吉川駅北側の第一排水区の冠水対策のための雨水
流出解析調査結果と今後の計画は。
答 解析調査によって、共保ポンプ場全体の排水能力
の増強や一部管

かんきょ
渠の布設替えで、５年確率の雨量でも

吉川駅北側の冠水は解消できる結論が得られた。今後
は、江戸川河川管理者と放水量増加等協議をしていく。

問 長寿命化計画から市民交流センターおあしす改修
の準備を進めるとしてきた。他の施設含めてこれから
の事業計画は。
答 おあしす改修のために今年度設計を行っており、
令和５年度工事の予定。総合体育館は来年度設計とし
ている。他の施設の劣化度調査を行ってきた結果、前
年度と大きな変化は見られないため、計画の変更はな
い。

遠藤　義法
委
員
会
提
出
議
案

◆�

議
会
運
営
委
員
会
よ
り
提
出
さ
れ
た

議
案

吉
川
市
議
会
の
個
人
情
報
の
保
護

に
関
す
る
条
例

　

改
正
さ
れ
た
個
人
情
報
保
護
法
の
施
行

に
伴
い
、
吉
川
市
議
会
に
お
け
る
個
人
情

報
の
適
正
な
取
扱
い
に
関
し
、
必
要
な
事

項
を
定
め
る
も
の
で
す
。

意
見
書

　
意
見
書
は
、
地
方
自
治
法
第
99
条
に
基
づ
き
、
市
の
公
益
に

関
す
る
こ
と
に
つ
い
て
、
国
会
や
関
係
行
政
庁
に
対
し
、
議
会

の
意
見
を
ま
と
め
て
提
出
す
る
文
書
の
こ
と
で
す
。

　

今
定
例
会
に
は
３
件
の
意
見
書
が
提
出

さ
れ
、
次
の
２
件
を
可
決
、
内
閣
総
理
大

臣
等
へ
送
付
し
ま
し
た
。

帯
状
疱
疹
ワ
ク
チ
ン
へ
の
助
成
並
び

に
定
期
接
種
化
を
求
め
る
意
見
書

　

帯
状
疱
疹
は
、
過
去
に
水
痘
に
罹
患
し

た
者
が
、
加
齢
や
過
労
、
ス
ト
レ
ス
な
ど

に
よ
る
免
疫
力
の
低
下
に
よ
り
、
体
内
に

潜
伏
す
る
帯
状
疱
疹
ウ
イ
ル
ス
が
再
燃
し

発
症
す
る
も
の
で
あ
る
。

　

日
本
人
で
は
、
50
歳
代
か
ら
発
症
率
が

高
く
な
り
、
80
歳
ま
で
に
３
人
に
１
人
が

発
症
す
る
と
い
わ
れ
て
お
り
、
治
療
が
長

引
く
ケ
ー
ス
や
後
遺
症
と
し
て
痛
み
な
ど

の
症
状
が
残
る
ケ
ー
ス
も
あ
る
。

　

こ
の
帯
状
疱
疹
の
発
症
予
防
の
た
め

に
、
ワ
ク
チ
ン
が
有
効
と
さ
れ
て
い
る

が
、
費
用
が
高
額
に
な
る
こ
と
か
ら
接
種

を
諦
め
る
高
齢
者
も
少
な
く
な
い
。

　

帯
状
疱
疹
に
よ
る
神
経
の
損
傷
に
よ
っ

て
、
そ
の
後
も
痛
み
が
続
く
「
帯
状
疱
疹

後
神
経
痛
」
と
呼
ば
れ
る
合
併
症
に
加
え
、

角
膜
炎
、
顔
面
神
経
麻
痺
、
難
聴
な
ど
を

引
き
起
こ
し
、
目
や
耳
に
障
害
が
残
る
こ

と
も
あ
る
と
も
い
わ
れ
て
い
る
。

　

そ
こ
で
政
府
に
対
し
て
、
一
定
の
年
齢

以
上
の
国
民
に
対
す
る
ワ
ク
チ
ン
の
有
効

性
等
を
早
急
に
確
認
し
、
帯
状
疱
疹
ワ
ク

チ
ン
の
助
成
制
度
の
創
設
や
予
防
接
種
法

に
基
づ
く
定
期
接
種
化
を
強
く
求
め
る
。

　

以
上
、
地
方
自
治
法
第
99
条
に
基
づ
き

意
見
書
を
提
出
す
る
。

議
員
提
出
議
案

提案理由を説明する中嶋議会運営委員長
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子
ど
も
の
た
め
の
予
算
を
大
幅
に

増
や
し
、
保
育
士
の
増
員
な
ど
の

抜
本
的
改
善
を
求
め
る
意
見
書

　

保
育
は
、
だ
れ
も
が
安
心
し
て
子
ど
も

を
産
み
育
て
働
け
る
社
会
の
実
現
に
と
っ

て
不
可
欠
な
社
会
資
源
で
あ
り
、
子
ど
も

た
ち
の
日
々
の
暮
ら
し
と
、
成
長
発
達
を

保
障
す
る
た
め
の
大
切
な
施
設
で
す
。 

　

政
府
は
、
２
０
２
３
年
度
か
ら
「
こ
ど

も
家
庭
庁
」
を
創
設
し
、
社
会
の
真
ん
中

に
子
ど
も
関
連
施
策
を
す
え
て
、
そ
の
充

実
・
推
進
を
図
る
と
し
、
予
算
を
倍
増
す

る
と
公
言
し
て
い
ま
す
。
い
ま
こ
そ
保
育

予
算
を
大
幅
に
増
額
し
、
遅
れ
て
い
る
保

育
所
等
の
環
境
・
条
件
の
抜
本
的
改
善
に

踏
み
出
す
べ
き
で
す
。

　

こ
の
間
政
府
は
、
保
育
士
等
の
賃
金
に

つ
い
て
改
善
を
進
め
て
い
ま
す
が
、
保
育

士
の
増
員
を
求
め
る
現
場
の
声
に
は
ま
だ

応
え
ら
れ
て
い
ま
せ
ん
。
小
学
校
で
は
、

40
年
ぶ
り
に
基
準
が
改
善
さ
れ
、
全
学
年

で
35
人
を
上
限
と
す
る
少
人
数
学
級
が
実

現
し
ま
す
。
と
こ
ろ
が
、
保
育
所
の
保
育

士
配
置
基
準
は
、
久
し
く
改
善
が
な
く
、

４
・
５
歳
児
の
基
準
（
子
ど
も
30
人
に
保

育
士
一
人
）
に
至
っ
て
は
１
９
４
８
年
の

基
準
制
定
以
降
一
度
も
改
善
さ
れ
て
お
ら

ず
、
国
際
的
に
も
低
水
準
の
ま
ま
放
置
さ

れ
て
い
ま
す
。 

　

子
ど
も
の
生
活
と
発
達
す
る
権
利
を
保

障
す
る
た
め
に
、
予
算
を
増
や
し
、
す
べ

て
の
地
域
で
保
育
を
維
持
し
、
さ
ら
に
拡

充
さ
せ
る
べ
き
で
す
。 

　

よ
っ
て
政
府
に
お
か
れ
て
は
、
保
育
士

の
増
員
を
は
じ
め
、
保
育
の
基
準
・
施
策

の
抜
本
的
な
改
善
を
求
め
、
以
下
に
つ
い

て
実
施
さ
れ
る
よ
う
求
め
ま
す
。

１�
．
子
ど
も
た
ち
の
命
を
守
り
、
保
育
を

充
実
さ
せ
る
た
め
に
、
子
ど
も
の
た
め

の
予
算
を
大
幅
に
増
や
す
こ
と
。

２�

．
保
育
職
員
配
置
基
準
・
施
設
基
準
を

抜
本
的
に
改
善
し
、
政
府
の
責
任
で
必

要
な
措
置
を
講
じ
る
こ
と
。 　

３�

．
保
育
に
か
か
わ
る
公
費
負
担
を
引
き

上
げ
、
職
員
の
賃
金
と
処
遇
を
抜
本
的

に
改
善
す
る
こ
と
。

４�

．
す
べ
て
の
子
ど
も
の
保
育
料
を
無
償

に
す
る
と
と
も
に
、
給
食
費
な
ど
の
保

育
に
必
要
な
費
用
も
無
償
化
の
対
象
に

す
る
こ
と
。

　
吉
川
市
議
会
に
は
、
条
例
に
基
づ
き
３
つ

の
常
任
委
員
会
が
設
置
さ
れ
て
お
り
、
市
の

各
部
門
に
関
し
て
議
案
や
請
願
等
の
審
査
の

ほ
か
、
所
管
事
項
の
調
査
を
行
い
ま
す
。

　
議
員
は
い
ず
れ
か
の
常
任
委
員
会
に
所
属

し
て
、
議
案
や
請
願
等
を
詳
細
か
つ
効
率
的

に
審
査
を
し
て
い
ま
す
。

　

次
の
ペ
ー
ジ
（
12
・
13
ペ
ー
ジ
）
で

は
、
各
常
任
委
員
会
が
実
施
し
た
行
政
視

察
を
紹
介
し
て
い
ま
す
の
で
、
ぜ
ひ
ご
覧

く
だ
さ
い
。

常
任
委
員
会
っ
て
ど
ん
な
活
動
を
し
て
る
の
？

建
設
生
活
常
任
委
員
会

委
員
数　
５
名
（
定
数
６
名
）

所
管
事
項　

�
ま
ち
づ
く
り
、
防
災
や
環

境
、
農
商
工
業
振
興
等
に

関
す
る
こ
と

文
教
福
祉
常
任
委
員
会

委
員
数　
６
名

所
管
事
項　

�

小
中
学
校
の
教
育
、
こ
ど

も
や
高
齢
者
な
ど
の
健
康

福
祉
等
に
関
す
る
こ
と

総
務
水
道
常
任
委
員
会

委
員
数　
８
名

所
管
事
項　

�

市
全
体
の
計
画
や
財
政
等

の
ほ
か
水
道
に
関
す
る
こ

と

【
定
例
会
で
の
委
員
会
の
役
割
】

開　
　
　
　
　
会

　　

議
案
の
上
程
と
提
案
理
由
の
説
明

　　

議
案
に
対
す
る
質
疑

委
員
長
報
告　
　
　

　　

議
案
に
対
す
る
討
論

　　

議
案
に
対
す
る
採
決

　　

閉　
　
　
　
　
　
会

委　員　会
審査  議決

議案の付託
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福
島
県
磐
梯
町
で
は
、「
地
方
課
題
の
解

決
に
は
デ
ジ
タ
ル
化
が
不
可
欠
」「
デ
ジ
タ

ル
化
に
よ
り
町
民
全
て
を
幸
せ
に
す
る
」

「
先
行
者
利
益
に
よ
り
企
業
や
人
材
を
呼
び

込
む
」
と
の
理
念
を
デ
ジ
タ
ル
化
導
入
に
お

け
る
柱
と
し
、
２
０
１
９
年
か
ら
町
長
の
リ

ー
ダ
ー
シ
ッ
プ
の
下
に
、
３
年
間
の
時
限
組

織
と
し
て
「
デ
ジ
タ
ル
変
革
戦
略
室
」
を
立

ち
上
げ
、
行
政
の
Ｄ
Ｘ
化
を
強
力
に
推
進
し

て
い
ま
す
。

　
磐
梯
町
町
政
ア
ド
バ
イ
ザ
ー
、
最
高
デ
ジ

タ
ル
責
任
者
を
設
置
し
、
幹
部
職
員
・
一
般

職
員
向
け
の
Ｄ
Ｘ
初
期
研
修
会
の
開
催
に

よ
り
、
職
員
の
意
識
改
革
に
努
め
な
が
ら
、

業
務
改
善
の
取
り
組
み
と
し
て
、
ベ
ン
ダ
ー

か
ら
の
シ
ス
テ
ム
を
購
入
せ
ず
、
職
員
が
コ

ツ
コ
ツ
と
ア
プ
リ
を
自
製
し
、
実
装
し
て
い

る
な
ど
具
体
的
な
取
り
組
み
も
数
々
あ
り

ま
し
た
。
ま
た
「
コ
ニ
カ
ミ
ノ
ル
タ
」「
東

京
イ
ン
タ
ー
プ
レ
イ
」
等
と
の
包
括
連
携
協

定
を
締
結
し
、
民
間
の
力
も
活
用
し
て
い
ま

す
。

　
議
会
Ｄ
Ｘ
に
つ
い
て
は
、
２
０
１

９
年
10
月
に
全
員
協
議
会
に
よ
る
勉

強
会
を
開
催
し
、
磐
梯
町
議
会
デ
ジ

タ
ル
変
革
検
討
委
員
会
を
立
ち
上
げ
、

２
０
２
０
年
６
月
定
例
会
で
は
オ
ン

ラ
イ
ン
常
任
委
員
会
を
実
現
し
て
い

ま
す
。

　

自
治
体
に
お
け
る
Ｄ
Ｘ
化
と
は
、

自
治
体
が
デ
ジ
タ
ル
技
術
を
活
用
し

て
住
民
本
位
の
行
政
、
地
域
、
社
会

を
実
現
す
る
プ
ロ
セ
ス
で
す
。
磐
梯

町
の
先
進
的
な
取
組
事
例
は
吉
川

市
の
Ｄ
Ｘ
推
進
に
向
け
大
変
参
考
に
な
る

も
の
で
あ
り
、
総
務
水
道
常
任
委
員
会
全
体

で
意
識
を
高
め
る
こ
と
が
で
き
た
有
意
義

な
オ
ン
ラ
イ
ン
視
察
と
な
り
ま
し
た
。

◆
総
務
水
道
常
任
委
員
会
◆

　　
日　
程　
令
和
４
年
10
月
28
日

　
視
察
先　
福
島
県
磐
梯
町

　
　
　
　
　

�
デ
ジ
タ
ル
変
革
戦
略
室
の

取
り
組
み
に
つ
い
て

　
働
き
方
改
革
や
業
務
効
率
化
の
た
め

Ｄ
Ｘ
推
進
が
求
め
ら
れ
て
い
る
中
、
さ

ま
ざ
ま
な
取
り
組
み
を
行
っ
て
い
る
福

島
県
磐
梯
町
と
オ
ン
ラ
イ
ン
で
視
察
を

行
い
ま
し
た
。

　

「
ひ
よ
こ
の
家
」
は
、
現
行
の
適
応
指

導
教
室
の
仕
組
み
自
体
に
問
題
が
あ
る
の

で
は
な
い
か
、
学
校
に
行
け
な
い
子
ど
も

た
ち
の
権
利
を
守
る
の
は
町
の
義
務
、
学

校
復
帰
と
い
う
選
択
肢
し
か
な
い
の
は
お

か
し
い
と
の
認
識
か
ら
平
成
15
年
9
月
に

高
根
沢
町
教
育
委
員
会
が
不
登
校
の
児
童

生
徒
の
た
め
の
居
場
所
と
し
て
開
級
し
た

の
が
始
ま
り
で
す
。

　

「
ひ
よ
こ
の
家
」
の
理
念
は
、
「
ど
こ

で
学
ぶ
か
で
は
な
い
、
何
を
学
ぶ
か
が
大

切
だ
」
の
考
え
の
下
、
表
面
的
な
学
校
復

帰
を
目
的
と
し
て
い
ま
せ
ん
。
「
ひ
よ
こ

の
家
」
は
学
校
に
代
わ
る
学
習
の
場
で
は

な
く
、
ま
ず
子
ど
も
た
ち
が
安
心
し
て
心

を
休
ま
せ
、
自
分
ら
し
い
自
分
を
発
見

し
、
社
会
的
自
立
を

し
て
い
く
た
め
の
居

場
所
と
な
っ
て
い
ま

す
。

　
「
ひ
よ
こ
の
家
」

で
の
生
活
は
、
決
ま

っ
た
プ
ロ
グ
ラ
ム
や

時
間
割
は
無
く
、
ス

タ
ッ
フ
や
保
護
者
と

相
談
し
な
が
ら
自
分

で
決
め
て
い
き
ま
す
。

　

成
果
と
し
て
は
、

通
級
し
て
い
る
児
童

◆
文
教
福
祉
常
任
委
員
会
◆

　　
日　
程　
令
和
４
年
10
月
26
日

　
視
察
先　
栃
木
県
高
根
沢
町

　
　
　
　
　

�

フ
リ
ー
ス
ペ
ー
ス
「
ひ
よ

こ
の
家
」

　
全
国
的
に
課
題
と
な
っ
て
い
る
不
登

校
へ
の
対
応
に
つ
い
て
、
そ
う
し
た
児

童
生
徒
の
た
め
の
フ
リ
ー
ス
ペ
ー
ス
を

設
け
て
い
る
栃
木
県
高
根
沢
町
の
現
地

視
察
を
行
い
ま
し
た
。

　　　常任委員会で　常任委員会で
行政視察を行政視察を  行いました行いました

オンラインで説明を受ける委員

世帯数
　1,195世帯
人　口
　3,294人
面　積
　59.77㎢
(令和４年11月30日現在)

福島県 栃木県 埼玉県

福島県 栃木県 埼玉県

  福島県磐梯町  
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羽
生
市
で
は
新
た
な
時
代
に
ふ
さ
わ
し

い
農
業
の
あ
り
方
を
見
据
え
た
農
業
振
興

を
推
進
し
、
交
流
人
口
や
、
雇
用
機
会
の
創

出
、
担
い
手
の
育
成
を
図
っ
て
い
く
た
め

「
羽
生
市
観
光
農
園
等
基
本
構
想
」
を
策
定

し
て
い
ま
す
。
農
業
団
地
「
羽
生

チ
ャ
レ
ン
ジ
フ
ァ
ー
ム
」
は
同
構

想
を
具
現
化
し
た
も
の
で
す
。

　
事
業
内
容

１�　

�

計
画
地
の
水
田
を
畑
地
化
し
た

う
え
で
貸
し
出
す
。
観
光
農
園

に
加
え
、
高
収
益
作
物
の
栽
培

や
ス
マ
ー
ト
農
業
の
実
証
な
ど
、

幅
広
い
次
世
代
型
農
業
の
誘
致

を
目
指
す
。
市
内
外
の
企
業
や

団
体
の
参
入
な
ど
を
通
じ
、
農

地
の
保
全
や
活
用
に
つ
な
げ
る
。

２�　
�

参
入
す
る
企
業
・
団
体
は
、
公

的
機
関
で
あ
る
農
地
中
間
管
理
機
構
を

通
す
。
地
権
者
と
民
間
事
業
者
の
賃
貸

借
契
約
に
よ
る
、
民
間
主
体
を
前
提
と

し
て
い
る
。
土
地
の
売
買
は
し
な
い
。

　
今
後
の
目
標
と
し
て
、
市
内
他
地
域
で
の

横
展
開
を
目
指
す
と
し
て
い
ま
す
。

　

吉
川
市
は
農
業
者
の
高
齢
化
や
後
継
者

不
足
な
ど
が
大
き
な
課
題
で
あ
り
、
農
地
の

保
全
や
活
用
が
農
業
政
策
の
重
要
な
課
題

で
す
。

　
今
後
、
次
世
代
の
視
点
を
取
り
入
れ
、
持

続
可
能
な
産
業
と
し
て
独
自
の
都
市
近
郊

農
業
を
確
立
し
、
交
流
人
口
の
拡
大
や
高

齢
者
・
障
が
い
者
等
の
雇
用
機
会
の
創
出
、

担
い
手
の
育
成
を
図
っ
て
い
く
必
要
が
あ

り
、
そ
の
た
め
の
拠
点
形
成
の
今
後
の
方
向

性
や
基
本
方
針
等
を
定
め
た
「
吉
川
市
農
業

パ
ー
ク
基
本
構
想
」
が
策
定
さ
れ
て
い
ま

す
。
吉
川
市
の
今
後
の
農
業
施
策
の
充
実
の

た
め
の
先
進
事
例
と
し
て
大
変
参
考
に
な

り
ま
し
た
。

◆
建
設
生
活
常
任
委
員
会
◆

　　
日　
程　
令
和
４
年
10
月
28
日

　
視
察
先　
埼
玉
県
羽
生
市

　
　
　
　
　

�
羽
生
チ
ャ
レ
ン
ジ
フ
ァ
ー

ム

　
当
市
に
お
け
る
新
た
な
農
業
振
興
の

参
考
と
す
る
た
め
、
民
間
事
業
者
が
主

体
と
な
っ
た
農
業
交
流
拠
点
が
あ
る
埼

玉
県
羽
生
市
の
現
地
視
察
を
行
い
ま
し

た
。

生
徒
の
約
25
％
が
、

在
籍
し
て
い
る
小
中

学
校
に
復
帰
し
、
高

校
進
学
ま
で
を
学
校

復
帰
と
考
え
る
と
、

ほ
ぼ
１
０
０
％
学
校

に
復
帰
し
て
い
る
点

が
挙
げ
ら
れ
ま
す
。

　
一
方
、
不
登
校
の

児
童
生
徒
の
割
合
は

増
え
て
お
り
、
ボ
ラ

ン
テ
ィ
ア
の
高
齢
化

な
ど
も
あ
る
た
め
、

地
域
の
関
わ
り
の
低

下
が
今
後
の
課
題
と
し
て
挙
げ
ら
れ
る
と

の
こ
と
で
し
た
。

　　　常任委員会で　常任委員会で
行政視察を行政視察を  行いました行いました

現地で説明を受ける委員

現地で説明を受ける委員

世帯数
　24,080世帯
人　口
　53,968人
面　積
　58.64㎢
（令和４年12月１日現在）

福島県 栃木県 埼玉県

福島県 栃木県 埼玉県

  埼玉県羽生市  

世帯数
　12,762世帯
人　口
　29,136人
面　積
　70.87㎢
（令和４年12月１日現在）

福島県 栃木県 埼玉県

福島県 栃木県 埼玉県

  栃木県高根沢町  
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議
決
結
果

自由民主党 市民の会 未来会議 共産 公明 無 無

赤
出
川　
義
夫

吉
川　
敏
幸

加
藤　
克
明

中
嶋　
通
治

松
㟢　
　
誠

岩
田　
京
子

稲
垣　
茂
行

伊
藤　
正
勝

齋
藤　
詔
治

稲
葉　
剛
治

戸
田　
　
馨

林　
　
美
希

遠
藤　
義
法

飯
島　
正
義

雪
田　
き
よ
み

小
野　
　
潔

五
十
嵐
惠
千
子

大
泉　
日
出
男

成
本　
直
寛

降
旗　
　
聡

≪市長提出議案≫

吉川市手数料条例の一部を改正する
条例 可決 ○ ○ ○ 議 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

吉川市手数料条例の特例に関する条
例 可決 ○ ○ ○ 議 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

吉川市個人情報の保護に関する法律
施行条例 可決 ○ ○ ○ 議 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ × × × ○ ○ ○ ○ ○

議会の議員の議員報酬及び費用弁償
等に関する条例の一部を改正する条
例

可決 ○ ○ ○ 議 × ○ ○ ○ ○ ○ ○ × × × ○ ○ ○ ○ ○

吉川市職員の定年等に関する条例等
の一部を改正する等の条例 可決 ○ ○ ○ 議 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

市長及び副市長の給与等に関する条
例及び吉川市教育委員会教育長の給
与等に関する条例の一部を改正する
条例

可決 ○ ○ ○ 議 × ○ ○ ○ ○ ○ ○ × × × ○ ○ ○ ○ ○

吉川市職員の給与に関する条例及び
吉川市一般職の任期付職員の採用等
に関する条例の一部を改正する条例

可決 ○ ○ ○ 議 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

指定管理者の指定について 可決 ○ ○ ○ 議 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

工事請負契約の変更契約の締結につ
いて 可決 ○ ○ ○ 議 ○ ○ ○ × ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

工事請負契約の変更契約の締結につ
いて 可決 ○ ○ ○ 議 ○ ○ ○ × ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

工事請負契約の変更契約の締結につ
いて 可決 ○ ○ ○ 議 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

市道の路線廃止及び認定について 可決 ○ ○ ○ 議 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

公平委員会委員の選任について 同意 ○ ○ ○ 議 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
令和４年度吉川市一般会計補正予算
（第７号） 可決 ○ ○ ○ 議 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

令和４年度吉川市国民健康保険特別
会計補正予算（第２号） 可決 ○ ○ ○ 議 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

令和４年度吉川市介護保険特別会計
補正予算（第２号） 可決 ○ ○ ○ 議 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

令和４年度吉川市後期高齢者医療特
別会計補正予算（第２号） 可決 ○ ○ 　 ○ 議 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

令和４年度吉川市吉川美南駅東口周
辺地区土地区画整理事業特別会計補
正予算（第２号）

可決 ○ ○ 　 ○ 議 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

令和４年度吉川市水道事業会計補正
予算（第２号） 可決 ○ ○ ○ 議 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

令和４年度吉川市下水道事業会計補
正予算（第１号） 可決 ○ ○ ○ 議 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

News from Yoshikawa City Council No.196

12月定例会審議結果一覧 〇＝賛成、×＝反対、議＝議長（議決に加わりません）
◎＝議案提出者、― ＝退席、除＝除斥
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議
決
結
果

自由民主党 市民の会 未来会議 共産 公明 無 無

赤
出
川　
義
夫

吉
川　
敏
幸

加
藤　
克
明

中
嶋　
通
治

松
㟢　
　
誠

岩
田　
京
子

稲
垣　
茂
行

伊
藤　
正
勝

齋
藤　
詔
治

稲
葉　
剛
治

戸
田　
　
馨

林　
　
美
希

遠
藤　
義
法

飯
島　
正
義

雪
田　
き
よ
み

小
野　
　
潔

五
十
嵐
惠
千
子

大
泉　
日
出
男

成
本　
直
寛

降
旗　
　
聡

≪委員会提出議案≫

吉川市議会の個人情報の保護に関す
る条例 可決 ○ ○ ◎ 議 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

≪議員提出議案≫

帯状疱疹ワクチンへの助成並びに定
期接種化を求める意見書 可決 ○ ○ ○ 議 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ◎ ○ ○ ○

子どものための予算を大幅に増や
し、保育士の増員などの抜本的改善
を求める意見書

可決 ○ ○ ○ 議 ○ ○ ○ ○ × × × ◎ ○ ○ × × × ○ ○

介護保険の負担増と給付減の中止を
求める意見書 否決 × × × 議 ○ × × × × × × ○ ○ ◎ × × × × ○

＊加藤克明議長が 12 月２日付で議員辞職したことに伴い、新たに松﨑誠議員が議長となりました。
　詳細は２ページをご確認ください。

≪市長提出議案≫

令和４年度吉川市一般会計補正予算
（第６号） 可決 〇 〇 議 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇

＊� 会派名の「自由民主党」は「自由民主党吉川市議員団」、「市民の会」は「市民の会・無所属」、「未来会議」は「未
来会議よしかわ」、「共産」は「日本共産党吉川市議員団」、「公明」は「公明党吉川市議団」の略です。「無」
は会派に属さないものです。

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
、

　
ぜ
ひ
ご
利
用

　
　
く
だ
さ
い
！

　
市
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
は
、
意
見
書

の
全
文
や
本
会
議
の
会
議
録
、
議
会
活

動
な
ど
が
ご
覧
い
た
だ
け
ま
す
。ぜ
ひ
、

ご
利
用
く
だ
さ
い
。

　

よ
し
か
わ
議
会
だ
よ
り
No.�

195
号
の
一
般
質
問

（
10
～
11
ペ
ー
ジ
）
に
お
い
て
左
記
の
と
お
り
誤

り
が
あ
り
ま
し
た
。
お
詫
び
し
て
、
訂
正
い
た
し

ま
す
。

◦　
岩
田  

京
子  

議
員
、
20
行
目

　
　
誤
：
緑
被
率
は
５
％
。

　
　
正
：
緑
被
率
は
適
用
さ
れ
な
い
。

◦　
伊
藤  

正
勝  

議
員
、
５
行
目

　
　
誤
：
学
校
閉
鎖
３
件
。

　
　
正
：
学
年
閉
鎖
３
件
。

吉川市議会 検 索

11月臨時会審議結果一覧

　
お
詫
び

〇＝賛成、×＝反対、議＝議長（議決に加わりません）
◎＝議案提出者、― ＝退席、除＝除斥
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日 月 火 水 木 金 土
２月27日
本会議

（開会日）

２月28日
休会日

（議案調査日）

３月１日
本会議

（代表質問）

３月２日
休会日

（議案調査日）

３月３日
本会議

（議案審議）

３月４日
休会日

３月５日
休会日

３月６日
本会議

（議案審議）

３月７日
休会日

（議案調査日）

３月８日
委員会

（総務水道・文教福祉）

３月９日
委員会

（総務水道・文教福祉）

３月10日
委員会

（建設生活）

３月11日
休会日

３月12日
休会日

３月13日
委員会

（建設生活）

３月14日
委員会

（請願審査）

３月15日
休会日

（委員長報告作成日）

３月16日
本会議

（委員長報告）

３月17日
本会議

（一般質問）

３月18日
休会日

３月19日
休会日

３月20日
本会議

（一般質問）

３月21日
休会日

３月22日
休会日

３月23日
休会日

３月24日
本会議

（一般質問・閉会日）

編

集

後

記

　
世
界
中
に
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
が
蔓
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す
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い
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未
曽
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事
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が
丸
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年
を
迎

　
世
界
中
に
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す
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と
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未
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三
年
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迎

え
よ
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し
て
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ま
す
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え
よ
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と
し
て
い
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す
。

　
こ
れ
ま
で
の
当
た
り
前
と
思
っ
て
い
た
生
活
様
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が
ガ
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と
変
化
し
、
い
ま
だ
に

　
こ
れ
ま
で
の
当
た
り
前
と
思
っ
て
い
た
生
活
様
式
が
ガ
ラ
リ
と
変
化
し
、
い
ま
だ
に

マ
ス
ク
が
外
せ
な
い
毎
日
が
続
い
て
い
ま
す
。

マ
ス
ク
が
外
せ
な
い
毎
日
が
続
い
て
い
ま
す
。
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は
、
コ
ロ
ナ
禍
の
影
響
に
よ
る
補
正
予
算
と
し
て
、
入
学
等
準
備
応
援
給
付
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は
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入
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援
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金
の
給
付
、
子
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も
の
未
来
応
援
図
書
カ
ー
ド
給
付
、
ひ
と
り
親
家
庭
家
計
支
援
給
付

金
の
給
付
、
子
ど
も
の
未
来
応
援
図
書
カ
ー
ド
給
付
、
ひ
と
り
親
家
庭
家
計
支
援
給
付

金
給
付
、
原
油
等
価
格
高
騰
対
策
支
援
金
の
給
付
事
業
な
ど
が
可
決
さ
れ
ま
し
た
。
大

金
給
付
、
原
油
等
価
格
高
騰
対
策
支
援
金
の
給
付
事
業
な
ど
が
可
決
さ
れ
ま
し
た
。
大

変
な
状
況
の
中
で
も
、
い
ろ
い
ろ
な
困
難
を
乗
り
越
え
て
も
う
す
ぐ
３
月
を
迎
え
る
方

変
な
状
況
の
中
で
も
、
い
ろ
い
ろ
な
困
難
を
乗
り
越
え
て
も
う
す
ぐ
３
月
を
迎
え
る
方

も
多
い
で
し
ょ
う
。
皆
さ
ん
が
笑
顔
で
過
ご
せ
る
日
が
増
え
ま
す
よ
う
に
、
議
会
も
一

も
多
い
で
し
ょ
う
。
皆
さ
ん
が
笑
顔
で
過
ご
せ
る
日
が
増
え
ま
す
よ
う
に
、
議
会
も
一

丸
と
な
っ
て
取
り
組
ん
で
ま
い
り
ま
す
。

丸
と
な
っ
て
取
り
組
ん
で
ま
い
り
ま
す
。

赤
出
川　
義
夫

赤
出
川　
義
夫

表

紙

の

写

真

　
今
回
の
表
紙
は
、
美
南
中
央
公
園
に

隣
接
す
る
調
整
池
で
ア
オ
サ
ギ
が
ボ
ラ

を
捕
り
、
背
後
で
カ
ラ
ス
が
そ
れ
を

狙
っ
て
い
る
瞬
間
を
収
め
た
も
の
で

す
。
自
然
を
愛
す
る
市
民
の
方
が
撮
影

し
た
も
の
で
す
。

　
コ
ロ
ナ
が
始
ま
り
早
三
年
、「
収
束

へ
の
期
待
」「
心
の
ゆ
と
り
」
を
少
し

意
識
す
る
だ
け
で
新
し
い
発
見
が
あ
る

か
も
し
れ
ま
せ
ん
。
市
内
に
は
、
素
敵

な
自
然
が
た
く
さ
ん
あ
り
ま
す
。

（吉川団地在住　佐野 滋 氏 撮影）

News from Yoshikawa City Council No.196

次定例会の予定 市の重要な施策や皆さんに身近な問題が審議されます

●本会議は10時、委員会は９時30分に開会します。本会議の様子はインターネットでもご覧いただけます。
●会期の日程について　変更となる可能性があります。市のホームページ等でご確認ください。

「よしかわ議会だより」の音声版を「朗読サークルきんもくせい」の協力で作成しています。
ご希望の方は、議会事務局へご連絡ください。
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